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平
成
二
六
年
春
の
火
災
予
防
運
動
は
、

四
月
六
日（
日
）か
ら
一
二
日（
土
）ま
で
の

一
週
間
、
全
県
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
平
成
二
六
年
二
月
ま
で
の
県
内
の
火
災

発
生
件
数
は
、
二
九
件(

速
報
値)

で
昨

年
同
期
と
比
べ
一
件
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
死
者
数
は
昨
年
と
同
数
の
四
人
、

負
傷
者
数
は
一
一
人
で
六
人
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
み
ん
な
で
防
火
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。  

 

住
宅
防
火 

　 

い
の
ち
を
守
る
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

三
つ
の
習
慣 

◯
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。 

◯
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。 

◯
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。 

四
つ
の
対
策 

◯
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。 

◯
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
災
品

を
使
用
す
る
。 

◯
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
化
器
等
を
設
置
す
る
。 

◯
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。 

平
成
二
十
五
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

消
す
ま
で
は
　 

　 

心
の
警
報
　 

　
　
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま 

　
平
成
二
五
年
度
秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
一
月
三
〇
日
（
木
）

秋
田
県
庁
第
二
庁
舎
で
、
県
内
の
女
性
消
防
団
員
・
婦
人
消
防
隊
員
五
五
名
を
含
む

一
〇
〇
名
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
議
で
は
、
中
田
潤
秋
田
県
消
防
協
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
全
国
女
性
消
防

操
法
大
会
や
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
ぎ
ふ
大
会
の
報
告
発
表
、
ま
た
、
青
森
市

青
森
消
防
団
青
桜
分
団
の
女
性
消
防
団
員
と
ヘ
ル
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
杉
山
明
美

氏
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

四
月
六
日
〜
一
二
日
実
施 

 

    

　
大
仙
市
消
防
団
に

女
性
が
入
団
し
た
の

は
平
成
二
二
年
一
〇

月
か
ら
で
す
。
平
成

二
三
年
一
月
の
出
初

め
式
に
参
加
し
て
以

来
、
主
に
講
習
を
受
け
た
り
行
事
の
お
手

伝
い
を
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
を
し
て
い

ま
し
た
。 

　
よ
そ
の
女
性
消
防
団
員
の
方
々
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
他
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
る
か
な
ど
も
参
考
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
を
自
分
達
の
活
動

の
柱
に
す
る
か
に
つ
い
て
、
団
員
同
士
の

共
通
認
識
が
な
か
な
か
得
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。 

　
操
法
大
会
の
出
場
団
を
募
っ
て
い
る
と

い
う
話
を
聞
き
、
先
ず
、
団
員
が
興
味
を

持
っ
て
い
る
か
を
調
べ
て
見
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
四
〇
人
中
二
五
人
が
操
法
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い
、
う
ち
一
〇
人

が
大
会
出
場
を
目
指
し
た
い
と
回
答
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
結
果
を
携
え
て
、
団
長
に
お
願
い

し
、
二
月
団
員
向
け
の
説
明
を
行
い
、
雪

消
え
を
待
っ
て
、
四
月
二
四
日
か
ら
練
習

を
始
め
ま
し
た
。
六
月
に
は
団
長
か
ら
出

場
者
の
メ
ン
バ
ー
が
発
表
さ
れ
、
練
習
日

を
週
三
〜
四
日
に
増
や
し
ま
し
た
。 

　
七
月
の
支
部
訓
練
大
会
と
九
月
の
県
消

防
操
法
大
会
で
の
披
露
を
経
て
、
そ
の
後

は
更
に
練
習
日
を
増
や
し
、
日
没
後
は
投

光
器
や
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
照
ら
し
て

練
習
を
続
け
ま
し
た
。         

　
台
風
の
影
響
で
中
止
の
可
能
性
も
あ
る

 

報
告
発
表
（
一
）   

第
二
一
回
全
国
女
性
消
防
操
法 

大
会
に
出
場
し
て 
 

春

の

火

災

予

防

運

動

 

春

の

火

災

予

防

運

動

 

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議 

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議 

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議 

●●●●●●●●●●●●●●●● 

●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

大
仙
市
女
性
消
防
隊 

 

隊
長 

佐
藤
美
佳
子 

（１）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成26年３月15日（毎月１回15日発行） №721
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手
話
を
取
り
入

れ
た
分
団
活
動
の

紹
介
、
会
場
が
一

体
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。   

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
と
し
て
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
の

経
験
な
ど
を
踏
ま

え
、
挫
折
や
喜
び

に
つ
い
て
熱
演
さ

れ
ま
し
た
。 

講
　
演
（
一
） 

青
桜
分
団
の
現
在
の
活
動
と 

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 

講
　
演
（
二
） 

目
標
を
達
成
す
る
究
極
の
チ
ー
ム 

　
　
　
ワ
ー
ク
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ 

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
会
当
日
は
、

風
は
あ
る
も
の
の
、
晴
天
で
し
た
。
順
番

を
待
つ
間
に
他
県
の
操
法
や
応
援
を
見
て

少
々
圧
倒
さ
れ
る
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

自
分
達
な
り
の
操
法
を
精
一
杯
や
る
こ
と

に
専
念
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
ま

し
た
。 

　
選
手
を
経
験
し
て
自
信
が
つ
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
今
ま
で
、
受
け
身
だ
っ
た

操
法
以
外
の
消
防
団
活
動
に
も
積
極
的
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
意
見
を

言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。                   

 

隊
員
は
、
仲
間
と
の
強
い
絆
が
生
ま
れ

た
と
口
を
そ
ろ
え
て
言
い
ま
す
。
関
わ
っ

た
み
ん
な
が
変
化
や
成
長
を
感
じ
た
操
法

訓
練
・
大
会
で
し
た
。 

     

     

　
開
催
地
高
山
市
は

面
積
の
日
本
一
広
い

市
で
す
。 

　
ま
た
、
大
会
は
飛

騨
の
豊
か
な
自
然
を

感
じ
さ
せ
る
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
高
山
市
長
や
地
域

の
消
防
団
長
ら
が
、
袴
姿
で
祝
い
唄
「
め

で
た
」
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
活
動
事
例
発
表
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

今
治
市
消
防
団
「
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
」
の

活
動
で
し
た
。
結
成
さ
れ
て
一
〇
年
目
の

節
目
の
年
、
市
民
に
女
性
消
防
団
を
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
起
爆
剤
的
な
も
の
を
探
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
時
、
三
年
前
の

奈
良
大
会
で
の
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
演
技

を
見
て
、
「
こ
れ
だ
！
」
と
・
・
・
。
全

国
一
の
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
を
目
指
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
大
阪
府
枚

方
消
防
団
は
、
救
命
講
習
が
年
間
一
〇
〇

回
を
超
え
る
ほ
か
、
女
性
の
目
線
で
の
防

災
講
座
な
ど
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
楽
し

い
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。 

　
次
の
火
災
予
防
啓
発
劇
で
は
、
北
九
州

市
若
松
消
防
団
の
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
、

迫
力
た
っ
ぷ
り
の
啓
発
劇
と
茨
城
県
阿
見

町
消
防
団
は
、
全
国
の
仲
間
の
「
保
育
園

防
火
教
室
」
の
活
動
に
ヒ
ン
ト
に
な
れ
た

ら
い
い
な
と
披
露
さ
れ
た
啓
発
劇
で
し
た

が
、
構
成
は
勿
論
、
テ
ン
ポ
、
話
し
方
な

ど
全
て
に
お
い
て
、
目
標
に
し
た
い
団
体

で
し
た
。 

　
続
い
て
の
記
念
講
演
で
は
、
地
元
出
身

で
「
国
民
の
お
ば
さ
ん
！
」
と
誰
か
ら
も

慕
わ
れ
る
物
ま
ね
タ
レ
ン
ト
「
清
水
ミ
チ

コ
」
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
・
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
が
あ
り
、
笑
い
疲
れ
る
く
ら
い
の
あ
っ

と
い
う
間
の
楽
し
い
時
間
で
し
た
。 

　
そ
の
後
、
会
場
を
変
え
て
の
交
流
会
、

名
刺
を
沢
山
持
参
し
、
全
国
の
仲
間
と
交

流
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
の
大
会
開
催
県

と
し
て
も
、
嬉
し
い
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
「
火

災
無
子
の
防
災
教
室
」
に
出
演
さ
れ
た
皆

さ
ん
お
そ
ろ
い
で
秋
田
の
テ
ー
ブ
ル
に
挨

拶
に
見
え
ら
れ
ま
し
た
。 

　
翌
日
は
、
日
本
三
大
美
祭
の
一
つ
、
高

山
祭
の
美
し
い
屋
台
が
観
光
で
き
る
「
ま

つ
り
の
森
」
や
印
象
的
な
町
並
み
の
高
山

市
内
を
散
策
し
、
自
然
と
文
化
を
感
じ
、

余
韻
に
浸
り
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

　
活
性
化
大
会
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、

充
実
し
、
内
容
も
盛
り
た
く
さ
ん
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
改
め
て
感
じ
た
こ
と
は
、

「
地
域
防
災
力
の
強
化
」
に
は
女
性
消
防

団
の
活
躍
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
ソ
フ
ト
面
で
は
勿
論
、
ハ
ー
ド
面

で
も
女
性
団
員
が
い
る
と
い
な
い
と
で
は

全
く
違
っ
て
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
ク
イ
ズ
や
替
え
歌
、
心
肺
蘇
生

体
操
の
よ
う
に
「
み
ん
な
で
参
加
型
」
の

内
容
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

防
火
、
防
災
教
室
や
講
座
は
「
楽
し
く
？
」

は
違
う
の
で
は
？
と
い
う
声
も
あ
り
ま

す
が
、
楽
し
け
れ
ば
参
加
意
欲
、
防
災

力
の
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
る
と
私
は
感
じ

ま
し
た
。   

　
最
後
に
こ
の
報
告
が
何
か
一
つ
、
少
し

で
も
皆
さ
ん
の
今
後
の
活
動
の
参
考
に
な

り
、
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
し

た
ら
、
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

報
告
発
表
（
二
）   

第
一
九
回
全
国
女
性
消
防
団
員 

活
性
化
ぎ
ふ
大
会
に
参
加
し
て 

 

由
利
本
荘
市
消
防
団 

 

班
長 

佐
藤
　
美
子 

青
森
消
防
団
青
桜
分
団 

分
団
長 

 

佐
藤
祐
貴
子 

様  

副
分
団
長 

 

田
中
　
茂
子 

様 

 

ヘ
ル
ス 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

 

杉
山
　
明
美 

様 

・
・ ・

・ 

・
・ 



消
防
学
校﹁
秋
田
県
防
災
学
習
館
﹂リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン

消
防
学
校﹁
秋
田
県
防
災
学
習
館
﹂リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン

秋

田

市
　
小
沼
　
未
佳 

班
長 

　
私
た
ち
も
、
消
防
の
集
い
で
消
防
自
動

車
乗
車
体
験
を
署
員
と
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
男
性
団
員
と
の
活
動
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
提
案
を
今
年
は
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

に
か
ほ
市
　
今
野
　
裕
子 

班
長 

　
身
近
な
感
じ
の
内
容
で
、
聞
き
や
す
か

っ
た
し
、
私
に
と
っ
て
タ
イ
ム
リ
ー
な
話

で
し
た
。
昨
年
か
ら
手
話
を
多
少
・
・
・

ち
っ
と
も
覚
え
ら
れ
な
く
て
、
投
げ
出
し

て
し
ま
い
た
い
よ
う
な
気
持
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
思
い
直
す
「
き
っ
か
け
」
に
な

り
ま
し
た
。 鹿

角

市
　
安
保
　
千
夏 

班
長 

　
青
桜
分
団
は
、
毎
月
い
く
つ
も
の
活
動

が
あ
り
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
き

っ
と
参
加
は
交
代
制
と
か
、
一
部
の
団
員

だ
け
に
負
担
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
な
ぁ
？
と
思
い
ま
し
た
。                   

　
秋
田
県
内
の
仲
間
に
会
え
る
貴
重
な
会

議
だ
と
思
い
ま
す
。
大
仙
市
の
操
法
の
報

告
は
、
自
分
も
や
り
た
く
な
る
様
な
前
向

き
な
発
表
で
し
た
。 

大

館

市
　
渡
部
留
美
子 

班
長 

　
手
話
に
目
を
向
け
る
の
も
、
自
分
達
に

は
考
え
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
、
杉
山
さ
ん

の
脳
と
栄
養
の
話
を
も
う
ち
ょ
っ
と
聞
き

た
か
っ
た
で
す
。 

能

代

市
　
小
林
　
桃
子 

団
員 

　
杉
山
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
て
い
て
、
高

校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
時
代
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
興
味
深
い
お
話
で
し
た
し
、
メ
ン

タ
ル
面
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

湯

沢

市
　
後
藤
　
　
綾 

団
員 

　
今
回
参
加
し
て
何
よ
り
も
良
か
っ
た
と

思
っ
た
の
は
、
一
緒
に
参
加
し
た
団
員
か

ら
「
も
し
自
分
達
が
操
法
を
や
る
と
し
た

ら
一
番
員
は
◯
◯
だ
な
〜
」、「
他
の
消
防

団
の
人
達
を
見
て
い
る
と
、
私
達
も
ま
だ

や
め
ら
れ
な
い
な
あ
〜
」
と
い
う
言
葉
を

き
く
こ
と
が
出
来
た
こ
と
で
し
た
。
会
議

の
内
容
も
充
実
し
て
い
て
、
大
変
た
め
に

な
り
ま
し
た
。 

仙

北

市
　
西
宮
　
美
春 

班
長 

　
手
話
だ
け
で
な
く
、
活
動
内
容
、
特
に

男
性
団
員
と
行
っ
て
い
る
活
動
は
是
非
私

達
も
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

入
団
の
き
っ
か
け
を
聞
い
て
身
近
に
感
じ

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
時

間
で
し
た
。
入
団
促
進
の
こ
と
な
ど
も
話

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。 

秋

田

市
　
松
本
　
　
恵 
班
長 

　
青
桜
分
団
さ
ん
、
や
は
り
地
元
に
根
ざ

し
た
活
動
だ
な
ぁ
・
・
と
、
た
ぶ
ん
手
話

も
元
々
必
要
と
し
て
使
っ
て
い
た
方
が
い

て
広
め
た
の
か
な
？
年
間
通
じ
て
も
活
動

に
活
気
が
見
ら
れ
ま
す
し
、
キ
チ
ン
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
誇
り
を
持
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。 

☆
★
☆
　
松
本
恵
さ
ん
に
は
、
今
回
の
会
議 

　
　
　
　
の
司
会
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
★
☆
★ 

参
加
者
の
感
想 

 

　
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
代
議
員
会
が

二
月
二
八
日（
金
）、
東
京
都
港
区
虎
ノ
門

の
「
日
本
消
防
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、
平

成
二
六
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
が

審
議
さ
れ
、
全

議
案
が
原
案
の

と
お
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
日
本
消

防
協
会
は
、
平

成
二
六
年
四
月

か
ら
公
益
財
団

法
人
に
移
行
し

ま
す
。    

■
平
成
二
六
年
度
の
主
な
行
事 

九
月
一
一
日
　
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭 

一
一
月
八
日
　
全
国
消
防
操
法
大
会 

　
　
　
　
　
　（
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
） 

　
＊
秋
田
県
は
、ポ
ン
プ
車
の
部
一
九
番
目
に
出
場 

一
一
月
一
四
日
〜
一
五
日 

　
　
　
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
ち
ば
大
会 

一
二
月
八
日
〜
一
二
日 

　
　
　
　
　
　
消
防
団
長
科
研
修 

一
月
一
三
日
〜
一
六
日 

　
　
　
　
　
　
消
防
団
幹
部
特
別
研
修 

二
月
四
日
〜
六
日
　（
男
性
の
部
） 

　
　
　
　
　
　
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修 

二
月
一
八
日
〜
二
〇
日
　（
女
性
の
部
） 

　
　
　
　
　
　
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修 

三
月
一
〇
日
　
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式 

　
二
月
二
八

日（
金
）、
ニ

ッ
シ
ョ
ー
ホ

ー
ル
に
お
い

て
、
第
六
六

回
日
本
消
防

協
会
定
例
表

彰
式
が
行
わ

れ
、
大
仙
市

消
防
団
は
特

別
表
彰
「
ま

と
い
」
を
受
章
し
ま
し
た
。
秋
田
県
内

で
は
、
平
成
一
九
年
度
に
三
種
町
消
防

団
が
受
章
し
て
以
来
、
六
年
ぶ
り
で
あ

り
ま
す
。 

　
ま
た
、 

優
良
消
防

団
と
し
て
、

由
利
本
荘

市
消
防
団

に
は
、
表

彰
旗
が
授

与
さ
れ
ま

し
た
。 

　
誠
に
、 

お
め
で
と

う
ご
ざ
い

ま
す
。 

  

 

日
本
消
防
協
会
代
議
員
会 

　
　
　
〜
四
月
か
ら
新
法
人
に
移
行
〜 

最
高
栄
誉
賞「
ま
と
い
」を
授
与 

　
　
　
　
　
　
　  

〜
大
仙
市
消
防
団
〜 
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意見発表のテーマと発表者名 

◯　防災のプロとして　～団結～ 
 横手市消防本部 古　内　裕　輝 

◯　みんなの夢守るため 
 大館市消防本部 内　山　亘　弘 

◯　一番大切なもの 
 北秋田市消防本部 櫻　田　敬　大 

◯　空を見て力を抜いて浮いてごらん 
 にかほ市消防本部 今　野　広　貴 

◯　上級救命講習受講拡大運動 
 湖東地区消防本部 佐　藤　誠　也 

◯　心をつなぐテレパシー 
 由利本荘市消防本部 鈴　木　　　陽 

◯　一本の消化器から 
 男鹿地区消防本部 石　黒　　　篤 

◯　防災意識向上のために 
 鹿角広域消防本部 ⫝̸　田　陽　平 

◯　子供から始まる「救急教育」 
 大曲仙北広域消防本部 中　谷　壮　志 

◯　互いの目線から作る形 
 秋田市消防本部 三　浦　　　亮 

◯　消防活動の幅を広げるために 
 五城目町消防本部 渡　邊　雄　大 

◯　命を守る「避難」 
 能代山本広域消防本部 佐　藤　雄　司 

◯　未来につなげる予防 
 湯沢雄勝広域消防本部 ⫝̸　橋　　　遼 

消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会

第37回

秋
田
県
消
防
長
会

大
曲
仙
北
広
域 

消
防
本
部 

　
中
　
谷
　
壮
　
志 

 

子
供
か
ら
始
ま
る

子
供
か
ら
始
ま
る 

　
　
　
　

　
　
　
　
「
救
急
教
育
」

「
救
急
教
育
」 
子
供
か
ら
始
ま
る 

　
　
　
　
「
救
急
教
育
」 

         

     

      

　
第
三
七
回
消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県

大
会(

主
催
：
秋
田
県
消
防
長
会)

が
二

月
一
四
日（
金
）、
秋
田
市
の
「
秋
田
ビ
ュ

ー
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
若
手
消
防
職
員
に
職
責

を
再
確
認
さ
せ
、
消
防
士
の
在
り
方
を
提

案
さ
せ
る
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
。 

　
今
大
会
で
は
、
県
内
一
三
消
防
本
部
か

ら
選
抜
さ
れ
た
若
手
消
防
職
員
が
、
日
頃

の
業
務
の
中
か
ら
問
題
点
を
抽
出
し
、
そ

の
対
応
策
や
今
後
の
展
望
な
ど
の
考
察
を

加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

堂
々
と
力
強
く
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

　
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀

賞
二
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

■
最
優
秀
賞 

　
大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部 

　
　
　
消
　
防
　
士
　
中
　
谷
　
壮
　
志 

　
　
子
供
か
ら
始
ま
る
「
救
急
教
育
」 

■
優

秀

賞 

　
湖
東
地
区
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
副
士
長
　
佐
　
藤
　
誠
　
也 

　
　
上
級
救
命
講
習
受
講
拡
大
運
動 

　
秋
田
市
消
防
本
部 

      

　
消
防
副
士
長
　
三
　
浦
　
　
　
亮 

　
　
互
い
の
目
線
か
ら
作
る
形 

　
最
優
秀
賞
の
大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部

中
谷
消
防
士
は
県
代
表
と
し
て
、
四
月
二

四
日
（
木
）
、
青
森
市
で
開
催
さ
れ
る
東

北
大
会
に
出
場
し
ま
す
。 

　
こ
こ
で
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
意
見

を
紹
介
し
ま
す
。 

        

　「
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
や
っ
て
下
さ
い
」

「
一
分
間
に
百
回
の
リ
ズ
ム
で
す
よ
」、「
も

っ
と
深
く
強
く
押
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
、

あ
る
救
命
講
習
で
の
事
で
す
。
参
加
者
の

ほ
と
ん
ど
が
七
〇
歳
以
上
の
お
年
寄
り
。

私
が
い
つ
も
の
よ
う
に
一
人
一
人
に
声
を

か
け
な
が
ら
回
っ
て
い
る
と
、
一
人
だ
け

顔
を
真
っ
赤
に
し
て
頑
張
る
お
年
寄
り
が

い
ま
し
た
。
「
無
理
し
な
い
で
く
だ
さ
い

ね
」
と
声
を
か
け
る
と
「
こ
れ
は
キ
ツ
イ

な
。
家
に
帰
っ
て
も
年
寄
り
ば
か
り
で
俺

が
や
る
し
か
な
い
し
、
こ
う
い
う
事
、
家

の
人
誰
も
分
か
ら
な
い
か
ら
さ
」
、
こ
の

声
を
聞
き
私
は
思
い
ま
し
た
。
大
切
な
命

を
救
う
に
は
、
命
を
つ
な
ぐ
リ
レ
ー
、
近

く
に
い
る
人
の
素
早
い
通
報
、
手
当
が
ス

タ
ー
ト
と
な
り
、
救
急
隊
、
病
院
へ
と
バ

ト
ン
が
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（発表順） 
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子
供
か
ら
始
ま
る 

　
　
　
　
「
救
急
教
育
」 

し
か
し
、
お
年
寄
り
し
か
い
な
け
れ
ば
、

素
早
い
通
報
も
手
当
も
難
し
く
な
り
、
救

命
と
い
う
ゴ
ー
ル
が
遠
く
な
り
ま
す
。
誰

か
が
手
を
さ
し
の
べ
、
二
人
三
脚
で
ゴ
ー

ル
で
き
る
仕
組
み
が
出
来
な
い
も
の
か
。

救
急
の
知
識
や
技
術
を
持
つ
人
が
増
え
、

お
年
寄
り
を
助
け
る
た
く
さ
ん
の
手
を
生

み
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。 

　
そ
こ
で
私
は
、
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い

る
防
災
教
育
に
「
救
急
教
育
」
の
内
容
を

取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。 

　
現
在
、
小
学
校
で
は
様
々
な
場
面
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
や
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
と
し
て
交
流
し
て
い
る
中
学
校
の

活
動
に
関
わ
る
取
り
組
み
な
ど
を
通
し
て
、

防
災
意
識
を
醸
成
し
た
り
、
福
祉
施
設
へ

の
訪
問
活
動
や
障
害
者
の
疑
似
体
験
か
ら
、

思
い
や
り
の
心
を
育
ん
だ
り
す
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
子
供
た
ち
が
救
急
教
育
の
内
容

を
学
ぶ
こ
と
で
、
弱
い
者
を
助
け
る
優
し

さ
や
行
動
力
、
お
年
寄
り
を
敬
う
心
、
命

を
大
切
に
す
る
心
が
一
層
育
ま
れ
る
と
思

い
ま
す
。 

　
で
は
、
救
急
教
育
の
一
例
を
紹
介
し
ま

す
。
こ
の

プ
レ
ー
ト

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。     

　
子
供
た

ち
に
「
皆

さ
ん
は
屋

根
の
下
で

倒
れ
て
い

る
人
を
発
見
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
こ
の

人
に
何
が
起
こ
っ
た
と
思
い
ま
す
？
皆
さ

ん
が
出
来
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
？
」
と

問
い
か
け
ま
す
。
「
声
を
か
け
る
？
そ
れ

と
も
近
づ
い
て
み
ま
す
か
？
」
「
屋
根
か

ら
雪
が
落
ち
て
こ
な
い
か
な
あ
？
」
「
一

人
で
大
丈
夫
か
な
？
」
こ
の
よ
う
に
問
い

か
け
を
進
め
て
反
応
を
待
ち
ま
す
。
六
年

生
に
は
、
四
人
一
組
の
救
急
隊
と
な
っ
て

も
ら
い
「
こ
の
人
、
今
ど
こ
が
痛
い
の
か

な
？
」
「
頭
か
ら
血
が
出
て
い
る
け
ど
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な
？
」
な
ど
子
供

た
ち
の
状
況
に
応
じ
て
、
よ
り
詳
し
く
問

い
か
け
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
話
す
だ
け
で

な
く
、
問
い
か
け
る
こ
と
で
、
子
供
同
士

で
考
え
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
チ
ー

ム
で
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
病
気

や
ケ
ガ
に
対
す
る
知
識
が
必
要
な
こ
と
を

感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う

し
た
体
験
を
積
む
こ
と
に
よ
り
、
も
し
プ

レ
ー
ト
の
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
し
て
、
怖

い
と
思
う
心
が
あ
っ
て
も
、
進
ん
で
手
を

差
し
伸
べ
る
こ
と
の
で
き
る
人
に
育
っ
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
秋
田
県
は
、
日
本
一
高
齢
化
が
進
む
県

で
す
。
し
か
し
、
日
本
一
「
救
急
教
育
」

の
浸
透
し
て
い
る
県
・
秋
田
、
救
命
率
の

高
い
県
・
秋
田
、
高
齢
化
社
会
に
真
正
面

か
ら
向
き
合
っ
て
い
る
県
・
秋
田
で
あ
れ

ば
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
県
・
秋
田
で
あ
る

こ
と
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
胸
を
張

っ
て
「
日
本
一
の
高
齢
県
・
秋
田
」
と
言

え
る
よ
う
、
今
一
歩
前
へ
進
む
べ
き
時
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
消
防
団
百
二
十
年
・
自
治
体
消
防
六
十

五
周
年
記
念
大
会
に
お
い
て
、
消
防
放
水

実
技
を
披
露
し
た
能
代
市
少
年
消
防
団
と
、

団
員
が
在
籍
す
る
能
代
市
立
第
二
中
学
校
、

並
び
に
同
東
雲
中
学
校
に(

財)

日
本
消

防
協
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
去

る
二
月
六
日(

木)

、(

公
財)

秋
田
県
消

防
協
会
中
田
潤
会
長
が
両
校
を
訪
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
校
長
に
伝
達
し
ま
し
た
。 

能
代
市
少
年
消
防
団
に 

  

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る 

能代市立第二中学校 

能代市立東雲中学校 
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（52）6361　 
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平
成
二
六
年
二
月
一
七
日
（
月
）
日
本

消
防
会
館
・
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル(

東
京

都
港
区
虎
ノ
門)

に
お
い
て
、
全
国
消
防

団
員
意
見
発
表
会
が
消
防
庁
の
主
催
で
行

わ
れ
、
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
一
〇
名
の

消
防
団
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
基
づ

き
自
ら
の

意
見
を
発

表
し
ま
し 

た
。           

　
こ
の
大

会
に
、
本

県
か
ら
秋

田
市
消
防

団
の
工
藤

徳
子
団
員

が
出
場
し

ま
し
た
。       

　
工
藤
団

員
は
、「
私
だ
か
ら
伝
え
ら
れ
る
こ
と
」
と

題
し
、
岩
手
県
釜
石
市
で
被
災
し
た
東
日

本
大
震
災
で
の
経
験
と
、そ
の
後
、無
力
と

思
っ
て
い
た
自
分
に
も
何
か
恩
返
し
が
で

き
る
と
入
団
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、消
防
団

員
と
し
て

命
を
守
る
、

体
験
と
教

訓
を
多
く

の
人
に
伝

え
る
こ
と

を
使
命
だ

と
心
に
誓

い
、
精
一

杯
活
動
し

て
い
く
こ

と
を
力
強

く
訴
え
ま

し
た
。 

　
秋
田
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
受
け
、
県
民
へ
の
防
災
知
識
の
普
及
・

啓
発
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
秋
田
県
消
防
学
校(

由
利
本

荘
市
岩
城)

疑
似
体
験
施
設
を
機
能
強
化

し
、
三
月
一
日
「
秋
田
県
防
災
学
習
館
」

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。  

　
防
災
学
習
館
は
、
体
験
型
学
習
施
設
で
、

高
い
技
術
を
取
り
入
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
装
置
を
活
用
し
、
地
震
・

煙
・
初
期
消
火
等
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
防
災
シ
ア
タ
ー
や
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ

ー
な
ど
に
よ
り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
み
な
が
ら
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

防
災
学
習
館
の
主
な
設
備 

 

■
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー 

　
大
型
映
像
を
見
な
が
ら
、
東
日
本
大
震

災
を
は
じ
め
と
し
た
過
去
の
大
地
震
や
想

定
秋
田
沖
地
震
の
体
験
と
、
震
度
一
〜
七

の
揺
れ
の
体
験
が
で
き
ま
す
。 

■
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー 

　
タ
ッ
チ
式
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
、
ク

イ
ズ
に
挑
戦
し
な
が
ら
防
災
の
基
礎
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

■
初
期
消
火
体
験
コ
ー
ナ
ー 

　
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
用
し
た
体
験
ブ

ー
ス
で
、
初
期
消
火
の
ポ
イ
ン
ト
が
学
べ

ま
す
。
二
組
が
同
時
に
体
験
で
き
ま
す
。 

■
煙
中
体
験
コ
ー
ナ
ー 

　
姿
勢
セ
ン
サ
ー
や
音
響
演
出
を
設
置
し
、

よ
り
リ
ア
ル
に
煙
中
か
ら
の
避
難
体
験
が

で
き
ま
す
。 

■
防
災
シ
ア
タ
ー 

　
一
五
〇
イ
ン
チ
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を

備
え
た
四
二
人
着
席
可
能
の
シ
ア
タ
ー
ル

ム
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
防
災
啓
発
映
像
な
ど

が
視
聴
で
き
ま
す
。 

■
防
災
学
習
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

　
豊
富
な
書
籍
・
映
像
資
料
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
、
防
災
に
関
す
る
知

識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

■
通
報
体
験
コ
ー
ナ
ー 

　
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
火
災
・
事

故
・
救
急
シ
ー
ン
を
見
て
、
適
切
な
一
一

九
番
通
報
に
つ
い
て
訓
練
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

秋
田
県
総
合
防
災
課 

開館時間　午前９時～午後４時 
休 館 日　年中無休（12月29日～1月3日を除く） 
　※団体利用の場合は予約して下さい。     

［お問い合わせ先]  

　秋田県防災学習館 
  　由利本荘市岩城内道川字築館１－１　
　　　　　　　　　TEL 018-73-3005 

平
成
二
五
年
度 

 

全
国
消
防
団
員
意
見
発
表
会 

　
　
　
　
　   

主
催
：
消
防
庁 

消
防
学
校

消
防
学
校﹁
秋
田
県
防
災
学
習
館
﹂

﹁
秋
田
県
防
災
学
習
館
﹂リ
ニ
ュ
ー
ア

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
ル
・
オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

消
防
学
校

消
防
学
校﹁
秋
田
県
防
災
学
習
館
﹂

﹁
秋
田
県
防
災
学
習
館
﹂リ
ニ
ュ
ー
ア

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
ル
・
オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

消
防
学
校﹁
秋
田
県
防
災
学
習
館
﹂リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン

防災シアター入口 

地震体験コーナー 



職責と心構え　　現場指揮及び活動要領 

（建物火災、林野火災、遭難・捜索） 

安全管理　　消防活動訓練　　訓練礼式 

事例研究 

教育期間 

入校者数 

対 象 者 

教育内容 

集合写真 

入 校 者 
名　簿 
 

◆ 消 防 団 員 研 修 ◆ 

秋田県消防学校 

第58期幹部教育 

平成26年１月18日⛰～19日⛪

28人（15消防団） 

班長以上の階級にある消防団員 

鹿　角　市 

北 秋 田 市 

能　代　市 

能　代　市 

三　種　町 

三　種　町 

八 郎 潟 町 

藤　里　町 

藤　里　町 

男　鹿　市 

男　鹿　市 

由利本荘市 

大　仙　市 

大　仙　市 

仙　北　市 

仙　北　市 

仙　北　市 

横手市横手 

横手市増田 

横手市平鹿 

横手市平鹿 

横手市平鹿 

横手市大雄 

湯　沢　市 

湯　沢　市 

湯　沢　市 

湯　沢　市 

湯　沢　市 

班　　長 

班　　長 

部　　長 

副分団長 

分 団 長 

副分団長 

副分団長 

班　　長 

班　　長 

部　　長 

班　　長 

部　　長 

班　　長 

部　　長 

部　　長 

副分団長 

部　　長 

分 団 長 

副分団長 

部　　長 

部　　長 

部　　長 

副分団長 

部　　長 

班　　長 

部　　長 

班　　長 

副分団長 

関　　　清　考 

鈴　木　誠　一 

土　田　雄　一 

佐　藤　正　幸 

児　玉　校　也 

石　川　正　志 

浅　野　政　信 

齋　藤　智　晃 

伊　藤　孝　年 

石　川　克　紀 

佐　藤　勝　則 

佐々木　　　敬 

冨　田　芳　博 

茂　木　隆　市 

松　橋　　　広 

齋　藤　和　美 

草　⦌　　　晃 

小田嶋　勝　郎 

佐　藤　富　男 

小野寺　　　仁 

柴　田　克　弘 

柿　⠿　正　博 

藤　山　豊　松 

石　田　　　均 

石　澤　正　樹 

高　橋　宗　男 

高　橋　　　智 

横　山　義　孝 

 

消防団名 階　級 氏　　名 

組織制度　　ポンプ操法　　救急救助 

火災防御（火災防御戦術、安全対策、緊急自動

車運行管理）　災害対策　　訓練礼式 

第59期基礎教育 

平成26年2月15日⛰～16日⛪

14人（７消防団） 

入団して概ね３年未満の消防団員 

鹿　角　市 

鹿　角　市 

北 秋 田 市 

北 秋 田 市 

男　鹿　市 

男　鹿　市 

潟　上　市 

八 郎 潟 町 

八 郎 潟 町 

仙　北　市 

仙　北　市 

仙　北　市 

湯　沢　市 

湯　沢　市 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

班　　長 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

田　村　剛　之 

吉　村　鉄　也 

長　岐　義　行 

佐　藤　堅　司 

大　越　　　立 

竹　田　　　勝 

吉　田　佑　司 

鎌　田　大　輝 

櫻　田　泰　憲 

門　脇　祐　二 

真　崎　芳　宏 

高　橋　　　洋 

藤　原　岳　如 

藤　原　勇　太 

消防団名 階　級 氏　　名 

消
防
学
校﹁
秋
田
県
防
災
学
習
館
﹂リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン

消
防
学
校﹁
秋
田
県
防
災
学
習
館
﹂リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン

（７）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成26年３月15日（毎月１回15日発行） №721

 

消 防 半 天 ・ 帯 ・ 団 旗 
優 勝 旗 ・ ゼ ッ ケ ン 
手拭・タオル・のれん 
旗 幕 類 名 入 染 物 専 門 

 

寺　田　染　工　場 

 
横手市清川町　Q32－0416



秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議 

支
部
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト 
支
部
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト 

防
火
標
語
を
決
定 

建　　物 

林　　野 

車　　輛 

そ の 他 

合　　計 

死 者 数 

負傷者数 

2 

0 

－  1 

－  1 

0 

3 

12

1  

0  

1  

－  1  

1  

0  

6

203 

34 

39 

70 

346 

22 

77

45 

0 

7 

4 

56 

6 

10

23 

0 

2 

3 

28 

4 

5

47 

0 

6 

3 

56 

9 

22

24 

0 

3 

2 

29 

4 

11

平成26年 平成25年 同期比較 

２月 累計 累計 ２月 年計 ２月 累計 

火災の発生状況 （速報値） 

（秋田県総合防災課調べ） 

　
こ
の
運
動
は
、
山
火
事
が
多
発
す
る
春

季
に
お
い
て
、
県
民
一
人
ひ
と
り
に
山
火

事
予
防
思
想
の
普
及
を
図
り
、
森
林
資
源

と
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。 

■
統
一
標
語 

　
守
り
た
い  

　
　
　
　  

森
の
輝
き  

　
　
　
　
　
　
　
　  

防
火
の
心 

■
実
施
期
間 

　
平
成
二
六
年
四
月
一
日
（
火
）
〜 

　
五
月
三
一
日
（
土
）
ま
で
の
二
ヶ
月
間 

平
成
二
六
年
度 

秋
田
県
山
火
事
予
防
運
動 

　
鹿
角
支
部
で
は
、「
消
防
団
百
二
十
年
・

自
治
体
消
防
六
十
五
周
年
」
の
記
念
事
業

と
し
て
、
鹿
角
市
・
小
坂
町
の
小
学
六
年

生
を
対
象
に
防
火
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

こ
の
記
念
事
業
は
、
小
学
生
に
火
災
予
防

へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
地
域
と
学

校
そ
し
て
消
防
が
一
体
と
な
っ
た
火
災
予

防
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
す
。   

　
鹿
角
市
か
ら
一
八
〇
点
、
小
坂
町
か
ら

四
八
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
最
優

秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
三
点
を
選
考
し
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
標
語
は
、
鹿

角
市
　「
も
う
一

度
」 

火
も
と
確

認
　
合
言
葉
、

小
坂
町
　
火
の

こ
わ
さ
　
知
っ

て
行
動
防
ぐ
火

事        

　
こ
の
防
火
標

語
は
、
平
成

二
六
年
消
防

出
初
め
式
の
分

列
行
進
に
お
い

て
、
横
断
幕
に
記
さ
れ
行
進
の
先
頭
を
飾
っ

た
ほ
か
、
年
始
に
消
防
団
員
が
市
町
全
戸

に
配
布
し
て
い
る
「
火
の
用
心
」
の
お
札

に
も
記
載
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
に
も
鹿
角
市
・
小
坂
町
の
防

火
標
語
と
し
て
、
今
年
一
年
の
消
防
操
法

訓
練
大
会
な
ど
の
消
防
団
活
動
や
、
鹿
角

市
・
小
坂
町
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
、
防
火
標
語
入
り
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
り
、
火
災
予
防
の
普
及
啓
発
活

動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。 

　
今
回
の
事
業
に

よ
り
、
多
く
の
小

学
生
に
火
災
予
防

の
意
識
向
上
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
今

後
も
火
災
の
な
い

安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
様
々

な
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。                   

〔
情
報
提
供
＝
鹿
角
支
部
〕 
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トーハツ消防ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 
モリタ自動車ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　綜合防災設備センター 
消 防 被 服 全 般　　　　　　　　　　　　　　　　　 
秋 田 県 代 理 店　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 株式会社　高 義 商 会 
 
 トーハツ小型動力ポンプ 

モリタ自動車ポンプ 
ジ ェ ッ ト ホ ー ス 

（営　業　種　目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
消 防 被 服 全 般 
火 災 報 知 器 各 種 
消 火 器 各 種 

　〒012-0105  本社  湯沢市川連町字万九郎屋布32 
　　　　　　　　　　　　　　　　 ℡（0183）（42）2125 
　〒012-0844  湯 沢 市 田 町  ℡（0183）（73）2588







株式会社タカギ 
　　　　　　　　　　秋田県横手市寿町１番28号 

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　（0182）（32）3880 

（営 業 種 目） 

日本機械自動車ポンプ　　　キ ン パ イ ホ ー ス 

ト ー ハ ツ ポ ン プ　　　シ バ ウ ラ ポ ン プ 
◇ 

各 種 消防機械器具　　　各 種 消 火 器 

消 防設備保守点検　　　　　　　　　　　　　 

ホームページ　http://www17.ocn.ne.jp/̃takagi/ 
E - m a i l 　ykttkg@jasmine.ocn.ne.jp


